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微
か
に
残
る
三
条
別
院
に
関
わ
る
最
初
の
記
憶
？ 

 

１ 

本
町
通
り
を
行
進
―
歩
か
さ
れ
て
。 

 

２ 

幼
稚
園
の
小
さ
な
椅
子
―
腰
掛
け
て
食
事
し

て
。 

 

 

３ 

参
詣
の
人
で
埋
ま
っ
た
本
堂
―
人
混
み
の
中

に
押
し
込
め
ら
れ
て
。 

 

三
つ
の
場
面
が
同
じ
日
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
小

学
校
五
、
六
年
頃
？ 

今
思
え
ば
七
百
回
御
遠
忌
か
そ
の
関
連
行
事
で
し
ょ

う
か
。
本
堂
右
端
か
ら
内
陣
や
参
詣
の
間
を
見
た
絵
、

外
陣
隅
や
余
間
後
ろ
ま
で
参
詣
の
人
で
埋
ま
っ
て
い
た

ん
で
し
ょ
う
。 

本
町
通
り
の
パ
レ
ー
ド
―
き
っ
と
町
中
巻
き
込
ん
で

の
大
騒
ぎ
―
し
た
こ
と
を
含
め
て
考
え
る
と
、
七
百
回

御
遠
忌
の
盛
大
さ
が
想
像
さ
れ
ま
す
。 

今
ほ
ど
交
通
事
情
の
良
く
な
く
、
別
院
に
寄
り
辛
い

時
代
な
の
に
、
先
人
た
ち
は
す
ご
か
っ
た
で
す
ね
。 

 

そ
れ
か
ら
五
十
年
、
ど
れ
く
ら
い
別
院
と
関
わ
っ
た

だ
ろ
う
か
？ 

報
恩
講
に
出
仕
し
始
め
て
三
十
有
余
年
、

一
年
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
出
仕
。
今
年
も
報
恩
講
が
近
づ

い
て
、
そ
ろ
そ
ろ
習
礼
の
時
期
が
く
る
。
夏
の
疲
れ
も

取
れ
ぬ
今
、
体
力
に
不
安
を
隠
せ
な
い
。 

そ
し
て
来
年
に
は
七
百
五
十
回
御
遠
忌
を
お
迎
え
す

る
。
先
人
が
七
百
回
の
御
遠
忌
を
如
何
に
お
迎
え
し
た

か
想
像
し
得
な
い
け
れ
ど
、
い
ず
れ
時
が
く
る
御
遠
忌

を
迎
え
る
覚
悟
が
あ
る
か
と
問
わ
れ
た
ら
甚
だ
心
許
な

く
な
る
の
は
わ
た
し
だ
け
で
し
ょ
う
か
？  

体
力
に
不

安
を
抱
え
な
が
ら
先
の
見
え
な
い
始
め
て
の
法
要
を
迎

え
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
で
も
五
十
年
に
一
度
の
大
法
要

を
迎
え
る
の
は
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

書
き
出
し
の
記
憶
に
始
ま
り
、
今
ま
で
ど
れ
だ
け
足

を
運
ん
だ
ろ
う
？ 

何
泊
し
た
だ
ろ
う
？ 

や
っ
ぱ
り
毎
年
の
報
恩
講
を
メ
イ
ン
に
、
会
議
、
講

習
会
、
月
例
会
に
、
加
え
て
組
の
各
種
行
事
で
す
。
特

に
御
遠
忌
事
業
が
始
ま
り
こ
こ
二
、
三
年
は
三
日
に
一

度
や
、
三
日
連
続
も
珍
し
く
も
な
い
で
す
。
こ
れ
以
上

の
方
も
大
勢
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
に
と
っ
て
生
活
の
場
で

す
よ
ね
。 

昨
日
、
明
日
、
明
明
後
日
と
伺
い
ま
す
。 

 
 

（
第
十
六
組
善
興
寺 

長
田 

暢 

氏
）  

○
次
回
の
「
三
条
別
院
に
想
う
」
は
、 

 
 

佐
々
木 

一
人 

氏
（
第
十
六
組 

淨
宮
寺
）
よ
り 

ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
す 

■
朝
の
人
生
講
座
・
夏
の
御
文
報
告 

平
常
は
七
時
か
ら
勤
め
ら
れ
る
晨
朝
を
、
六
時
に
早
め

て
開
催
さ
れ
る
朝
の
人
生
講
座
。
夏
中
の
み
勤
め
ら
れ
る

蓮
如
上
人
晩
年
の
御
消
息
で
あ
る
『
夏
の
御
文
』
が
、
本

年
も
人
生
講
座
に
併
せ
て
輪
番
・
列
座
に
よ
り
拝
読
さ
れ

ま
し
た
。「
う
か
う
か
と
」
お
参
り
す
る
の
で
な
く
「
御

耳
を
す
ま
し
て
よ
く
よ
く
き
こ
し
め
し
候
べ
し
」（
一
通

目
）
と
蓮
如
上
人
は
厳
し
く
語
ら
れ
て
い
ま
す
。 

講
師
と
講
題
は
以
下
の
通
り
。
二
十
二
日
、
佐
々
木
秀

英
（
第
十
組
光
圓
寺
）
氏
「
夜
明
け
の
前
は
闇
に
決
ま
っ

て
い
る
」、
二
十
三
日
、
中
島
義
紘
氏
（
三
条
真
宗
学
院

講
師
）「
釈
教
歌
・
今
様
の
世
界
～
仏
教
と
日
本
文
学
②

〜
」、
二
十
四
日
、
安
冨
信
哉
氏
（
教
学
研
究
所
所
長
）

「
人
生
の
今
を
生
き
る
」、
二
十
五
日
、
光
井
栄
泉
氏
（
第

十
六
組
願
善
寺
）「
そ
の
ま
ん
ま
、
そ
の
ま
ん
ま
」。
佐
々

木
氏
は
、
常
に
も
の
を
対
象
化
す
る
我
執
の
深
さ
、「
仏

教
」
や
「
他
力
」
す
ら
も
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
し
て
し

ま
う
人
間
の
業
の
深
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
中
島
氏
は

「
仏
教
と
日
本
文
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
第
二
回
で
、
親

鸞
聖
人
の
「
和
讃
」
に
結
実
す
る
ま
で
、
和
歌
や
歌
謡
で

仏
教
を
詠
ん
で
い
く
と
い
う
伝
統
が
日
本
に
あ
っ
た
こ

と
を
詳
細
な
資
料
で
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
安
冨
氏
は
生
老

病
死
の
中
で
、
特
に
「
病
」
に
つ
い
て
、
永
観
・
法
然
・

聖
覚
・
鎌
倉
二

位
の
禅
尼
（
北

条
政
子
）、
金

子
大
栄
な
ど

の
言
葉
を
通

し
て
「
転
重
軽

三
条
別
院
の
ご
案
内 

三
条
別
院
に
想
う 

 

【安冨信哉教研所長】 



受
」
の
思

想
（
病
の

苦
し
み

は
断
じ

る
こ
と

が
で
き

な
い
が
、

軽
微
に

転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
）
を
説
か
れ
ま
し
た
。
最
終
日
の

光
井
氏
は
別
院
の
お
取
り
越
し
で
鍵
役
の
接
待
を
長
く

勤
め
ら
れ
た
御
門
徒
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
肺
の
手
術
を

さ
れ
た
時
、「
こ
の
ま
ん
ま
、
こ
の
ま
ん
ま
」
と
い
う
力

み
が
「
そ
の
ま
ん
ま
、
そ
の
ま
ん
ま
」
と
い
う
外
か
ら
の

声
に
変
わ
っ
た
時
に
抜
け
て
い
っ
た
と
、
生
前
、
光
井
氏

に
語
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
親
鸞
聖
人
御
遠
忌
法
要
を
機
に

あ
ら
た
め
て
別
院
の
歴
史
に
聞
く
と
い
う
テ
ー
マ
の
一

環
の
お
話
で
し
た
が
、
別
院
の
歴
史
は
別
院
を
支
え
て
き

た
人
々
の
歴
史
で
あ
り
、
お
朝
事
に
お
参
り
に
来
ら
れ
て

い
る
御
門
徒
一
人
一
人
の
歴
史
な
の
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。
朝
の
人
生
講
座
は
秋
彼
岸
会
に
も
併
せ
て
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
有
縁
の
方
々
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ
ひ
ご

参
詣
く
だ
さ
い
。 

         

■
御
遠
忌
特
別
法
話（
本
願
寺
に
お
け
る
お
斎
） 

三
条
市
内
の
料
理
屋
が
協
力
し
て
創
作
す
る
御
遠
忌

弁
当
。
そ
の
一
環
と
し
て
浄
土
真
宗
に
と
っ
て
の
「
お
斎
」

と
は
何
か
を
、
歴
史
の
視
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

◇
期 

日 

九
月
十
二
日
（
金
）
十
時
三
十
分
～
十
二
時 

◇
講 

師 

西
山
郷
史 

氏
（
能
登
教
区
西
勝
寺
） 

「
本
願
寺
に
お
け
る
お
斎
（
精
進
料
理
）
に
つ
い
て
」 

■

秋

彼

岸

会

の

ご

案

内 

左
記
の
と
お
り
、
秋
彼
岸
会
を
勤
修
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
本
年
は
越
後
に
下
向
さ
れ
た
こ
と
で
も
親
し
ま
れ
て

い
る
東
本
願
寺
二
十
代
達
如
上
人
の
百
五
十
回
忌
に
あ

た
り
ま
す
。
当
別
院
で
は
彼
岸
会
期
間
中
に
一
昼
夜
法
要

を
兼
修
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
例
年
通
り
、
朝
の
人
生
講

座
を
期
間
中
毎
朝
開
催
い
た
し
ま
す
。 

◆
日 

時 

九
月
二
十
日
（
土
）
～
二
十
二
日
（
月
） 

◇
二
十
一
日
逮
夜
法
要
後
に
は
森 

惠
成
氏
（
高
田
教
区

善
巧
寺
）
に
よ
り
「
達
如
上
人
の
事
績
に
聞
く
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
法
話
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

◇
九
月
二
十
一
日
（
日
）
午
前
十
二
時
半
〜
午
後
四
時
ま

で
、
仮
本
堂
に
て
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま
す
。 

※
彼
岸
会
の
詳
細
は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■

御

命

日

（

二

十

八

日

）

の

集

い 

宗
祖
親
鸞
聖
人
の
御
命
日
で
あ
り
ま
す
毎
月
二
十
八

日
に
、「
御
命
日
の
集
い
」
を
本
堂(

現
在
は
仮
本
堂)

に

て
、
日
中
法
要
と
法
話
、
そ
の
後
、
座
談
会
の
場
を
開
い

て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
前
日
（
二
十
七
日
）
は
お
逮
夜
法
要
を
、
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
お
勤
め
を
し
て
お
り
ま
す
。 

【
九
月
二
十
八
日
（
木
）】 

 

午
前
十
時 

 

お
勤
め
（
御
命
日 

日
中
法
要
） 

文
類
偈 

行
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

和
讃 

回
口 

次
第
六
首 

回
向 

願
以
此
功
徳 

◎
今
月
の
法
話
講
師 

目
黒 

公
恭 

氏 

（
真
宗
学
院
第
三
期
卒
業
生
） 

◇
今
後
の
講
師
一
覧 

十
月 

 

村
手 

淳
史 

氏
（
第
二
十
組
光
圓
寺
） 

十
一
月 

巨
谷 

 

学 

氏
（
第
十
組
善
了
寺
） 

十
二
月 

北
島 

栄
誠 

氏
（
第
十
一
組
長
福
寺
） 

■
女
性
僧
侶
に
よ
る
音
楽
法
要
習
礼
に
つ
い
て 

本
年
の
お
取
り
越
し
報
恩
講
に
向
け
て
の
女
性
僧
侶

に
よ
る
習
礼
が
は
じ
ま
っ
て
お
り
ま
す
。 

◇
習
礼 

九
月
三
日
、
十
六
日
、
十
月
八
日
、
十
七
日
、

二
十
四
日
、
二
十
八
日
（
最
終
リ
ハ
ー
サ
ル
） 

◇
講
師 

多
田 

誓 

氏
（
第
十
組
專
徳
寺
） 

■

定

例

法

話

会

の

ご

案

内 

毎
月
十
三
日
は
、「
両
度
の
命
日
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

前
門
首
の
ご
命
日
で
す
。
ま
た
、

蓮
如
上
人
も
御
文
の
中
で
、
こ
の

「
両
度
の
命
日
」
に
つ
い
て
お
書

き
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。（
四
帖

目
十
二
通
） 

 

旧
御
堂
に
て
開
催
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
改
修
工
事
に
伴
い
、

【光井氏による別院の歴史】
【佐々木氏（上）、中島氏（下）】 

【なむの大地展の裏話も】 



一
年
間
仮
本
堂
（
同
朋
会
館
二
階
）
で
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
皆
様
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

◇
日 
時 

毎
月
十
三
日 

 

※
八
月
、
一
月
は
除
く 

午
後
一
時
三
十
分
よ
り
（
一
時
間
程
度
） 

◇
場 

所 
三
条
別
院 

仮
本
堂 

◇
講 

師 

九
月
～
十
二
月 

富
沢
慶
栄
氏
（
第
二
十
一
組
超
願
寺
） 

※
大
盛
況
に
終
わ
っ
た
「
親
鸞
と
な
む
の
大
地
展
」。
新
潟
親
鸞
学
会

事
務
局
の
冨
澤
氏
に
、
全
四
回
で
ご
法
話
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。 

■

別

院

声

明

教

室

の

ご

案

内 

 

今
年
度
前
半
は
普
通
寺
院
の
報
恩
講
の
お
勤
め
を
中

心
に
学
び
ま
す
。
是
非
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。 

◇
開
催
日 

九
月
五
日
（
金
）、
十
月
十
六
日
（
木
） 

十
一
月
十
三
日
（
木
）、
十
二
月
十
一
日
（
木
） 

◇
時 

 

間 

午
後
六
時
よ
り
午
後
八
時
ま
で 

◇
講
習
内
容 

正
信
偈 

真
四
句
目
下 

念
仏
讃 

淘
五 

◇
講 

師 
 

源
川
秀
教
氏
（
第
十
一
組 

圓
満
寺
） 

◇
持
ち
物 

 

『
大
谷
聲
明
集 

上
』、
念
珠
、
筆
記
具 

◇
参
加
費 

五
〇
〇
円
／
回 

■

別

院

書

道

教

室

の

ご

案

内 

◇
開 

催 

日 

毎
月
二
回
（
第
二
、
第
四
水
曜
日
） 

◇
時 

 

間 

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時 

◇
講 

 

師 

木
原 

光
威 

氏
（
新
潟
県
書
道
協
会
理
事
） 

◇
月 

 

謝 

二
五
〇
〇
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

 

■
別
院
奉
仕
研
修
・
別
院
巡
回
に
つ
い
て
は
平
常
通
り

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
場
合
は
別
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

✿
私
た
ち
、別
院
有
志
の
会
で
す
！（
会
員
の
声
） 

な
に
か
と
忙
し
い
お
盆
が
過
ぎ
、
毎
年
の
「
夏
の
御

文
」
ひ
き
続
き
「
朝
の
人
生
講
座
」
今
年
は
仮
本
堂
と

い
う
こ
と
で
い
ろ
ん
な
面
で
心
配
は
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
お
い
で
に
な
る
方
々
と
、
ま
た
、
は
じ
め
て
の

方
々
に
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
四
日
間
挨
拶
が

で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
し
た
。
四
日
目
の
新
潟
市
西
蒲

区
願
善
寺
住
職
光
井
氏
の
「
別
院
に
通
わ
れ
た
ご
門
徒

さ
ん
」
の
話
、「
別
院
に
行
っ
て
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
て

「
こ
の
頃
、
の
ど
が
か
わ
く
ん
で
す
」
と
答
え
ら
れ
た

そ
う
で
す
。
な
ん
と
、
な
ん
と
、
素
晴
ら
し
い
、
こ
う

い
う
先
輩
が
い
ら
れ
た
ん
だ
、
こ
う
い
う
先
輩
方
に
支

え
ら
れ
て
い
た
ん
だ
、
と
話
を
聞
き
頭
が
下
が
り
ま
し

た
。
こ
う
い
う
先
輩
方
々
に
「
御
同
朋
だ
よ
、
御
同
行

だ
よ
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
出
来
る
限
り

そ
の
す
が
た
を
追
っ
て
往
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
そ
し
て
九
月
は
お
彼
岸
で
す
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

で
す
、
今
回
も
や
り
ま
す
。
去
年
あ
た
り
か
ら
「
別
院
フ

ォ
ー
ラ
ム
っ
て
も
う
や
ら
な
い
ん
で
す
か
、
毎
年
楽
し
み

に
し
て
い
た
ん
で
す
け
ど
」
と
い
う
町
の
人
の
声
、
と
か

「
別
院
は
も
う
品
物
集
め
な
い
の
」
と
い
う
坊
守
さ
ん
方

の
声
が
聞
こ
え
て
来
ま
し
た
。
聞
い
た
か
ら
に
は
や
ら
な

き
ゃ
、
大
事
な
町
の
人
の
声
、
大
事
な
坊
守
さ
ん
方
の
声
、

も
っ
た
い
な
い
、も
っ
た
い
な
い
、有
難
い
、
感
謝
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
物
品
募
集
、
そ
し
て
別
院
で
い
っ
し
ょ

に
聞
法
し
、
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
有
志
の
会
、
会
員

大
募
集
中
で
す
。
い
っ
し
ょ
に
…
仏
法
の
水
で
渇
い
た
喉

を
潤
し
、
仏
法
の
水
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
な
が
ら
、
語
ら

い
ま
せ
ん
か
… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
山
田
恵
美
子
） 

◇
◇
新
任
職
員
挨
拶
◇
◇ 

こ
の
た
び
、
六
月
一
日
付
け
で
三
条

別
院
非
常
勤
嘱
託
の
ご
縁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
三
条
教
区
第
二
十
三
組
・
一

樂
寺 

長
谷
部
秀
朗
（
は
せ
べ
ひ
で
あ

き
）
と
申
し
ま
す
。
地
元
に
は
白
鳥
の
渡

来
地
と
し
て
有
名
な
瓢
湖
が
あ
り
、
冬
に
は
湖
や
周
辺
の

田
で
多
く
の
白
鳥
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

昨
年
の
春
に
三
条
真
宗
学
院
に
入
学
し
て
か
ら
別
院

に
関
わ
る
よ
う
に
な
り
、
別
院
で
行
わ
れ
る
様
々
な
行

事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

別
院
職
員
の
方
か
ら
非
常
勤
嘱
託
の
お
誘
い
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
私
で
よ
け
れ
ば
是
非
！
」
飛
び
つ
く
よ
う

に
お
返
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
晴
れ
て
別
院
の
末
席

に
加
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
一
年
前
は
想
像
も
し

て
い
な
か
っ
た
事
に
、
縁
と
い
う
も
の
は
本
当
に
不
思

議
な
も
の
だ
と
改
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

現
在
別
院
・
教
務
所
で
は
十
一
月
の
報
恩
講
、
ま
た

来
年
五
月
の
教
区
御
遠
忌
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

様
々
な
準
備
・
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
事
務
所

の
予
定
表
を
見
ま
す
と
、
び
っ
し
り
と
予
定
が
書
き
込

ま
れ
て
お
り
初
め
て
見
た
時
は
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
自

分
の
出
来
る
事
を
見
つ
け
て
、
日
々
精
一
杯
力
を
尽
く

し
て
い
く
所
存
で
す
。
至
ら
ぬ
所
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ご
縁
を
頂
い
た
有
り
難
さ
を
忘

れ
ず
に
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
何
卒
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

（
長
谷
部
） 


